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柔道の初心者における頭部外傷を予防する安全な大外刈りの構築
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〔研究の概要〕

日本柔道において、大外刈りで投げられたことによる頭部外傷が深刻な問題となっている。全日本柔道連盟の

安全対策によって、死亡事故や急性硬膜下血腫等の重篤な頭部外傷は減少したが、未だに死亡事故や重篤な

頭部外傷が発生しており、脳震盪も報告されている。先行研究では、大外刈りによる頭部外傷の危険性を検証し

た研究が非常に多く、海外でも同様の研究が行われている。そのために、どのような大外刈りの投げ方が頭部外

傷の危険を高めるのか、どのような投げ方が安全であるかは解明されていない。そこで、本研究は、①一般的な

大外刈り（ ）、②頭部外傷の危険があると想定した投げる者が身体を捻らない大外刈り（ ）、

③頭部外傷を予防する大外刈りに代わる大外落とし（ ）を比較した。その結果、③の大外落としの

頭部最大角加速度が最も低かったことから、最も頭部外傷の危険が低い技であることが明らかとなった。

〔研究経過および成果〕

 研究経過

【予備実験】

年 月 日～ 月 日、大阪体育大学にお

いて予備実験を実施した。被験者は男性柔道熟練

者 名（年齢 ± 歳、身長 ± 、

体重 ± 、頚部前屈筋力 ± 、段

位 ± 段）とした。被験者を投げる者は大外刈

りの得意な男性柔道熟練者 名（年齢 歳、身長

、体重 、初段）とした。投げる者は、①一

般的な大外刈り（ 、図 ）、②頭部外傷の

危険があると想定した投げる者が身体を捻らない大

外刈り（ 、図 ）、③頭部外傷を予防する

大外刈りに代わる大外落とし（ 、図 ）で

ヘッドギアを付けた被験者をそれぞれ 回マットの上

で投げた。その際、加速度計（ 、

社）で頭部角速度を測定した。

【助成 40-54】
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【本実験】

年 月 日～ 月 日、大阪体育大学にお

いて本実験を実施した。被験者は男性柔道熟練者

名（年齢 ± 歳、身長 ± 、体

重 ± 、頚部前屈筋力 ± 、段

位 ± 段）とした。被験者を投げる者は大外刈

りの得意な男性柔道熟練者 名（年齢 歳、身長

、体重 、二段）とした。予備実験と同様

に、 種類の大外刈り（① 、② 、

③ ）で被験者をそれぞれ 回マットの上

で投げた。その際、加速度計（ 、

社）で頭部角速度を、慣性式モーションキ

ャプチャ（ 、 社）で頭部伸展角

度を、筋電計（ワイヤレス システ

ム、 社）で頚部筋力の筋活動を測定した。

成果

【予備実験】

種類の大外刈り（① 、② 、

③ ）について、被験者の 軸回りの頭部

最大角加速度（図 ）、頭部最大合成角加速度（図 ）

を比較した。いずれの頭部角加速度においても、③

が最も低く、頭部外傷の危険が低い技

であることが分かった。また、② は①

よりも値が高かったが有意な差がなった。

① では、投げる者が投げられる者の

軸足を刈らずに、投げられる者を捻るように投げてい

ることによって、投げられる者は後方へ倒れるスピー

ドが低下する（偶力が弱まる）ためであると考えられる。

① を導入することよって、頭部外傷を予

防できることが示唆された。

② と① に有意な差が見ら

れなかった原因は、投げる者が② の投

げ方に習熟していなかったためであると考えられる。

ただし、両者とも危険な技であることが確認できた。

【本実験】

現在、被験者の頭部角速度、頭部伸展角度、頚部

筋力の筋活動を分析している。
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